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(57)【要約】
【課題】絶縁体３に固定コンタクト５が複数並設される
とともに、該固定コンタクト５より後側に片持ち梁状の
可動コンタクト８が先端側を前側に配置して複数並設さ
れ、前記固定コンタクト５のうち少なくとも一つの特定
固定コンタクト５ｂと前記可動コンタクト８のうち少な
くとも一つの特定可動コンタクト８ｂが前後に接近した
状態で略一列に並んでいるコネクタでは、可動コンタク
ト８の先端部を絶縁体３に引っ掛けて接触位置の安定化
を図ることができない。
【解決手段】特定可動コンタクト８ｂの接触部１１より
先に該接触部１１より左右いずれかに位置ずれした先端
部１５ｂを設け、特定可動コンタクト８ｂの先端部１５
ｂを特定固定コンタクト５ｂの間で干渉を生じることな
く絶縁体３に引っ掛け、可動コンタクト５の先端部を絶
縁体３に引っ掛け、接触位置の安定化を図る。
【選択図】　図８



(2) JP 2010-27374 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁体に固定コンタクトが複数並設されるとともに、該固定コンタクトより後側に片持
ち梁状の可動コンタクトが先端側を前側にして複数並設され、前記固定コンタクトのうち
少なくとも一つの特定固定コンタクトと前記可動コンタクトのうち少なくとも一つの特定
可動コンタクトが前後に接近した状態で略一列に並んでおり、該特定可動コンタクトが接
触部より先に該接触部より左右いずれかに位置ずれした先端部を設けていることを特徴と
するコネクタ。
【請求項２】
　前記特定可動コンタクトの先端部は、該特定可動コンタクトの接触部より左右いずれか
斜め下方向に延びる連設部を経て、前記特定固定コンタクトより下側で、該特定固定コン
タクトより左右いずれかにずれた位置にあり、前記絶縁体に設けられたコンタクト引っ掛
け部に該特定可動コンタクトが自由位置に復帰する前に引っ掛けられる請求項１に記載の
コンタクト。
【請求項３】
　前記特定固定コンタクトの後端部は、前記特定可動コンタクトの連設部とは左右逆に斜
め下方向に延びる請求項２に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記特定固定コンタクトには少なくとも一つの角落とし部が設けられ、該角落とし部の
角落とし領域が前記特定可動コンタクトの接触部の前側にある請求項１ないし請求項３の
いずれか１に記載のコネクタ。
【請求項５】
　前記固定コンタクトを４本と前記可動コンタクトを５本設け、ＵＳＢコネクタを構成す
る請求項１ないし請求項４のいずれか１に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、たとえばパーソナルコンピュータとキーボードやマウス，ジョイスティック
，モデム，プリンタ，外付けＨＤＤ（Hard Disk Drive）などの周辺機器を接続するコネ
クタに関し、特にＵＳＢ（Universal Serial Bus）接続に好適に用いることができるコネ
クタに関する。
【０００２】
　ＵＳＢ接続用のＵＳＢコネクタは、たとえばパーソナルコンピュータのプリント配線基
板に実装されるコネクタソケットと、周辺機器の接続ケーブルの末端に取り付けられるコ
ネクタプラグから構成され、コネクタプラグが前端（先端）からコネクタソケットに挿入
され、接続される。
【０００３】
　コネクタソケットは、金属板の打ち抜きおよび曲げ加工で形成された四角筒状のシール
ドケースと、シールドケース内に装着される板状の絶縁体を有し、絶縁体の下表面に４本
のコンタクト収納溝が左右方向に並べられて形成され、片持ち梁状の可動コンタクトが先
端側を前側に配置して各コンタクト収容溝に１本ずつ装着され、絶縁体に４本の可動コン
タクトが左右方向に並設されている。可動コンタクトは金属板の打ち抜きおよび曲げ加工
で形成された細幅の端子（板バネ）から構成されており、先端側には上面が凹、下面が凸
になる下向きの山状の接触部が曲げ形成され、接触部が絶縁体の下表面から突出されてい
る。
【０００４】
　コネクタプラグは、金属板の打ち抜きおよび曲げ加工で形成された四角筒状のシールド
ケースと、シールドケース内に装着される板状の絶縁体を有し、絶縁体の上表面に４本の
固定コンタクトが左右方向に並設されている。固定コンタクトは金属板の打ち抜きおよび
曲げ加工で形成された細幅の端子から構成されており、上表面が絶縁体の上表面に略面一
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に露出されている。
【０００５】
　コネクタプラグをコネクタソケットに挿入すると、コネクタソケットのシールドケース
の内側にコネクタプラグのシールドケースが嵌合し、コネクタソケットの絶縁体の下側に
コネクタプラグの絶縁体が重ね合わされる。この際、コネクタプラグに設けられた４本の
固定コンタクトがコネクタソケットに設けられた４本の可動コンタクトの接触部を上方向
に押し上げながら接触し、電気的な接続が行われる。
【０００６】
　ＵＳＢコネクタの可動コンタクト（コネクタソケットに設けられた４本の可動コンタク
ト）において、コネクタプラグ未挿入時、接触部よりさらに先に延した先端部を、可動コ
ンタクトが自由位置に復帰する前に、絶縁体に引っ掛ける構造が採用されている（たとえ
ば特許文献１参照）。
【０００７】
【特許文献１】特開２０００－２２３２１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ＵＳＢ接続での伝送速度の高速化を目指し、ＵＳＢコネクタのコンタクト数を従来の４
本からたとえば５本増やして９本にする場合、ＵＳＢコネクタとしては下位互換性を保つ
、つまり今までのＵＳＢ機器が使えるようなコネクタにする必要がある。
【０００９】
　図１にコンタクト数を増やしたＵＳＢコネクタにおけるコネクタプラグのコンタクト配
置を示す（本発明の課題を示す）。図１において、１００はコンタクト数を増やす前のコ
ネクタプラグにおける板状の絶縁体に相当する板状の絶縁体、１０１はコンタクト数を増
やす前のコネクタプラグにおける４本の固定コンタクトに相当する４本の固定コンタクト
、１０２が増加された５本のコンタクトであって、ここでは片持ち梁状の可動コンタクト
である。
【００１０】
　固定コンタクト１０１は、コンタクト数を増やす前のコネクタプラグにおける４本の固
定コンタクトと同様に、金属板の打ち抜きおよび曲げ加工で形成された細幅の端子から構
成されており、上表面が絶縁体１００の上表面に略面一に露出された状態で、絶縁体１０
０に左右方向に４本並設されている。可動コンタクト１０２は、絶縁体１００の固定コン
タクト１０１より後側の上表面に左右方向に並べられて形成された５本のコンタクト収納
溝１０３に先端側を前側に配置して１本ずつ装着され、絶縁体の固定コンタクト１０１よ
り後側に左右方向に５本並設されている。可動コンタクト１０２は、金属板の打ち抜きお
よび曲げ加工で形成された細幅の端子（板バネ）から構成されており、先端側には上面が
凹、下面が凸になる下向きの山状の接触部１０４が曲げ形成され、接触部１０４が絶縁体
１００の上表面から突出されている。
【００１１】
　コンタクト数を増やしたＵＳＢコネクタでは、コネクタプラグをコネクタソケットに挿
入することにより、コンタクト数を増やす前のＵＳＢコネクタと同様、コネクタソケット
のシールドケースの内側にコネクタプラグのシールドケースが嵌合し、コネクタソケット
の絶縁体の下側にコネクタプラグの絶縁体１００が重ね合わされる。この際、コネクタプ
ラグに設けられた４本の固定コンタクト１０１がコネクタソケットに設けられた４本の可
動コンタクトの接触部を押し上げながら接触した後に、コネクタプラグに増加された５本
の可動コンタクト１０２の接触部１０４がコネクタソケットに増加された５本の固定コン
タクトで押し下げられながら接触し、電機的な接続が行われる。
【００１２】
　コンタクト数を増やしたＵＳＢコネクタにおけるコネクタプラグの可動コンタクトにお
いて、内側の３本の可動コンタクト１０２は、４本の固定コンタクト１０１の相互間の後
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側に配置され、いずれの固定コンタクト１０１とも前後に接近した状態で略一列に並ぶこ
とはない。しかしながら、外側（左右両端）の２本の可動コンタクト１０２は、絶縁体１
００の横幅との関係で外側（左右両端）の２本の固定コンタクト１０１の後側に配置され
、外側の２本の固定コンタクト１０１と前後に接近した状態で略一列に並ぶことになる。
【００１３】
　この場合、コンタクト数を増やす前のＵＳＢコネクタの可動コンタクトのように、コネ
クタプラグ未挿入時、接触部１０４よりさらに先に延ばした先端部を絶縁体１００に引っ
掛かけようとすると、外側の２本の可動コンタクト１０２と外側の２本の固定コンタクト
１０１の間で干渉を生じるから、図１に示すように、全ての可動コンタクトの先端部が絶
縁体に引っ掛けることができなかった。このため、可動コンタクト１０２の初期状態（コ
ネクタプラグ未挿入時、つまりコネクタ未嵌合時）の接触部１０４の高さが不安定になる
から、コネクタプラグ挿入時、つまりコネクタ嵌合時、安定した接触圧が得られない。ま
た、コネクタプラグ未挿入時、可動コンタクト１０２にプリロード（初期荷重）を掛ける
ことができないから、先端部を絶縁体に引っ掛けた可動コンタクトに比べ初期状態の接触
部１０４の高さを高くする必要があるため（同じ高さ、つまり同じ撓み量では同じ接触圧
が得られず小さくなる）、コネクタプラグ挿入時、可動コンタクト１０２に座屈を生じや
すくなるという問題がある。
【００１４】
　本発明は、上記のような問題に鑑みてなされたもので、その目的は、絶縁体に固定コン
タクトが複数並設されるとともに、該固定コンタクトより後側に片持ち梁状の可動コンタ
クトが先端側を前側に配置して複数並設され、前記固定コンタクトのうち少なくとも一つ
の特定固定コンタクトと前記可動コンタクトのうち少なくとも一つの特定可動コンタクト
が前後に接近した状態で略一列に並んでいても、全ての可動コンタクトの先端部を絶縁体
に引っ掛けることができるコネクタを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するため本発明のコネクタは、請求項１に記載したように、絶縁体に固
定コンタクトが複数並設されるとともに、該固定コンタクトより後側に片持ち梁状の可動
コンタクトが先端側を前側にして複数並設され、前記固定コンタクトのうち少なくとも一
つの特定固定コンタクトと前記可動コンタクトのうち少なくとも一つの特定可動コンタク
トが前後に接近した状態で略一列に並んでおり、該特定可動コンタクトが接触部より先に
該接触部より左右いずれかに位置ずれした先端部を設けていることを特徴とする。
【００１６】
　本発明のコネクタにおいては、請求項２に記載したように、前記特定可動コンタクトの
先端部は、該特定可動コンタクトの接触部より左右いずれか斜め下方向に延びる連設部を
経て、前記特定固定コンタクトより下側で、該特定固定コンタクトより左右いずれかにず
れた位置にあり、前記絶縁体に設けられたコンタクト引っ掛け部に該特定可動コンタクト
が自由位置に復帰する前に引っ掛けられることが好ましい。
　請求項３に記載したように、前記特定固定コンタクトの後端部は、前記特定可動コンタ
クトの連設部とは左右逆に斜め下方向に延びることが好ましい。
　請求項４に記載したように、前記特定固定コンタクトには少なくとも一つの角落とし部
が設けられ、該角落とし部の角落とし領域が前記特定可動コンタクトの接触部の前側にあ
ることが好ましい。
　請求項５に記載したように、前記固定コンタクトを４本と前記可動コンタクトを５本設
け、ＵＳＢコネクタ、つまりコンタクト数を増やしたＵＳＢコネクタにおけるコネクタプ
ラグを構成してもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のコネクタによれば、絶縁体に固定コンタクトが複数並設されるとともに、該固
定コンタクトより後側に片持ち梁状の可動コンタクトが先端側を前側に配置して複数並設
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され、前記固定コンタクトのうち少なくとも一つの特定固定コンタクトと前記可動コンタ
クトのうち少なくとも一つの特定可動コンタクトが前後に接近した状態で略一列に並んで
いても、該特定可動コンタクトが接触部より先に該接触部より左右いずれかに位置ずれし
た先端部を設けているから、特定可動コンタクトの先端部が特定固定コンタクトの間で干
渉を生じることなく絶縁体に引っ掛けることができ、全ての可動コンタクトの先端部を絶
縁体に引っ掛けることができる。このため、可動コンタクトの初期状態の接触部の高さが
安定するから、安定した接触圧を得るとことができる。また、可動コンタクトにプリロー
ドを掛けることができるから、先端部を絶縁体に引っ掛けない可動コンタクトに比べ初期
状態の接触部の高さを低く抑え、可動コンタクトに座屈を生じにくくすることができると
いう顕著な効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳述する。図２は本発明の一実施の形態に
かかるコネクタの正面図、図３は本発明の一実施の形態にかかるコネクタのコンタクト配
置を示す平面図、図４は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの固定コンタクト部の断
面図、図５は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの可動コンタクト部の断面図である
。なお、本実施の形態ではコンタクト数を増やす前のＵＳＢコネクタと互換性を保ちなが
らコンタクト数を増やしたＵＳＢコネクタであって、前端（先端）からコネクタソケット
に挿入され、接続されるコネクタプラグで本発明を説明する。
【００１９】
　図２ないし図５において、コネクタプラグ１は、コンタクト数を増やす前のコネクタプ
ラグにおける四角筒状のシールドケースに相当する、金属板の打ち抜きおよび曲げ加工で
形成された四角筒状のシールドケース２と、コンタクト数を増やす前のコネクタプラグに
おける板状の絶縁体に相当する、シールドケース２内に装着される板状の絶縁体３を有し
、シールドケース２の天板部と絶縁体３の上表面の間に空間４が設けられ、空間４でコネ
クタプラグ１の前方向に開口されている。
【００２０】
　絶縁体３の上表面前部には、コンタクト数を増やす前のコネクタプラグにおける４本の
固定コンタクトに相当する、４本の固定コンタクト５が左右方向に並設されている。固定
コンタクト５は、金属板の打ち抜きおよび曲げ加工で形成された細幅の端子から構成され
ており、たとえばインサート成型により絶縁体３に一体化され、上表面が絶縁体３の上表
面に略面一に露出され、絶縁体３の上表面前部に前後方向に細長い矩形の接触部（固定接
点）を左右方向に４つ並べて形成している。固定コンタクト５は、前端部から絶縁体３の
中で下方向に延ばされた後、さらに絶縁体３の前端まで前方向に延ばされている。固定コ
ンタクト５は、後端部から絶縁体３の中で下方向に延ばされた後、さらに後方向に延ばさ
れて、絶縁体３の後端部から後方向に突出されており、突出部で外部接続端子６を形成し
ている。
【００２１】
　絶縁体３の上表面における固定コンタクト５より後側には、前後方向に延び、前側に行
くに連れて溝深が深くなる細幅のコンタクト収容溝７が左右方向に５本並べられて形成さ
れており、前後方向に延びる片持ち梁状の可動コンタクト８が先端側を前側にして各コン
タクト収容溝７に１本ずつ装着されて、絶縁体３の固定コンタクト５より後側に可動コン
タクト８が左右方向に５本並設されている。可動コンタクト８は、金属板の打ち抜きおよ
び曲げ加工で形成された細幅の端子（板バネ）から構成されており、基部（後部）がコン
タクト収容溝７の後部で固定されている。可動コンタクト８は、基部から上方向に延ばさ
れた後、さらに後方に延ばされて、絶縁体３の後端部から後方向に突出されており、突出
部で外部接続端子９を形成している。可動コンタクト８は、基部から前斜め上方向に延ば
されており、そこで上下に撓み変形するバネ部１０を形成している。可動コンタクト８は
、バネ部１０の先端部に上面が凸、下面が凹になる上向きの山状であって上下に変位可能
な接触部（可動接点）１１が曲げ形成されており、接触部１１がコンタクト収容溝７の前
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端部から絶縁体３の上表面に突出されている。
【００２２】
　コネクタプラグ１はコネクタソケットに挿入することにより、コンタクト数を増やす前
のＵＳＢコネクタと同様、コネクタソケットのシールドケースの内側にコネクタプラグ１
のシールドケース２が嵌合し、コネクタプラグ１の空間４にコネクタソケットの絶縁体が
挿入され、コネクタソケットの絶縁体の下側にコネクタプラグ１の絶縁体３が重ね合わさ
れる。この際、コネクタプラグ１に設けられた４本の固定コンタクト５がコネクタソケッ
トに設けられた４本の可動コンタクトの接触部を押し上げながら接触した後に、コネクタ
プラグ１に増加された５本の可動コンタクト８の接触部１１がコネクタソケットに増加さ
れた５本の固定コンタクトで押し下げられながら（コンタクト収容溝７に押し込まれなが
ら）接触し、電機的な接続が行われる。
【００２３】
　コネクタプラグ１の可動コンタクト８において、図２および図３に示すように、内側の
３本のコンタクト収容溝７および可動コンタクト８は、４本の固定コンタクト５の相互間
の後側に配置され、いずれの固定コンタクト５とも前後に接近した状態で略一列に並んで
いない。しかしながら、外側（左右両端）の２本のコンタクト収容溝７および可動コンタ
クト８は、絶縁体３の横幅との関係で外側（左右両端）の２本の固定コンタクト５の後側
に配置され、外側の２本の固定コンタクト５と前後に接近した状態で略一列に並んでいる
。
【００２４】
　コネクタプラグ１は、絶縁体３に固定コンタクト５が複数（本実施の形態では４本）並
設されるとともに、絶縁体３の固定コンタクト５より後側にコンタクト収容溝７が複数（
本実施の形態では５本）並設され、各コンタクト収容溝７に片持ち梁状の可動コンタクト
８が１本ずつ先端部を前側にして装着されて、絶縁体３の固定コンタクト５より後側に片
持ち梁状の可動コンタクト８が先端部を前側にして複数（本実施の形態では５本）並設さ
れており、固定コンタクト５とコンタクト収容溝７および可動コンタクト８が、前後に接
近した状態で略一列に並んでいない少なくとも一つの固定コンタクト５ａ（本実施の形態
では内側の２本の固定コンタクト５）と少なくとも一つのコンタクト収容溝７ａおよび可
動コンタクト８ａ（本実施の形態では内側の３本のコンタクト収容溝７および可動コンタ
クト８）と、前後に接近した状態で略一列に並んでいる少なくとも一つの特定固定コンタ
クト５ｂ（本実施の形態では外側の２本の固定コンタクト５）と少なくとも一つの特定コ
ンタクト収容溝７ｂおよび特定可動コンタクト８ｂ（本実施の形態では外側の２本のコン
タクト収容溝７および可動コンタクト８）を含んでいる。
【００２５】
　以下の説明において、前後に接近した状態で略一列に並んでいない固定コンタクト５ａ
とコンタクト収容溝７ａおよび可動コンタクト８ａをそれぞれ、前後に接近した状態で略
一列に並んでいる特定固定コンタクト５ｂと特定コンタクト収容溝７ｂおよび特定可動コ
ンタクト８ｂに対し、「通常固定コンタクト５ａ」、「通常コンタクト収容溝７ａ」、「
通常可動コンタクト８ａ」といい、通常固定コンタクト５ａと特定固定コンタクト５ｂを
総称して「固定コンタクト５」といい、同様に通常コンタクト収容溝７ａと特定コンタク
ト収容溝７ｂを総称して「コンタクト収容溝７」といい、また通常可動コンタクト８ａと
特定可動コンタクト８ｂを総称して「可動コンタクト８」という。
【００２６】
　そして、全ての可動コンタクト５の先端部（前端部）を絶縁体３に引っ掛けるもので、
つぎに、その引っ掛け構造について、図４ないし図８を参照して説明する。
【００２７】
　図４（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常固定コンタクト部の断面図
、図４（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定固定コンタクト部の断面図
、図５（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常可動コンタクト部の断面図
、図５（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタクト部の断面図
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、図６（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常固定コンタクトの外観を示
す斜視図、図６（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定固定コンタクトの
外観を示す斜視図、図７（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常可動コン
タクトの先端部形状を示す斜視図、図７（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタ
の通常可動コンタクトの先端部形状を示す正面図、図７（ｃ）は本発明の一実施の形態に
かかるコネクタの特定可動コンタクトの先端部形状を示す斜視図、図７（ｄ）は本発明の
一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタクトの先端部形状を示す正面図、図８（
ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常可動コンタクトの引っ掛け構造を示
す平面図、図８（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタクトの
引っ掛け構造を示す平面図である。
【００２８】
　まず、通常可動コンタクト８ａの引っ掛け構造を図４（ａ），図５（ａ），図６（ａ）
，図７（ａ）（ｂ）および図８（ａ）を参照して説明する。
【００２９】
　通常コンタクト収容溝７ａおよび通常可動コンタクト８ａは、上記のとおり、固定コン
タクト５の相互間の後側に配置されており、通常可動コンタクト８ａを接触部１１より先
に、接触部１１より左右いずれにも位置ずれさせることなく前方向に延ばしても、いずれ
の固定コンタクト５とも干渉しないため、図５（ａ）および図８（ａ）に示すように、通
常コンタクト収容溝７ａについては、その前端にある溝壁面下部を、通常可動コンタクト
８ａの接触部１１における中心線ＣＬ１と略同軸線上でさらに前方向に掘り進めて、固定
コンタクト５の後端部相互間で、固定コンタクト５より下側に配置する天付きのコンタク
ト先端部収容溝１２ａを設けている。
【００３０】
　図５（ａ），図７（ａ）（ｂ）および図８（ａ）に示すように、通常可動コンタクト８
ａについては、その接触部１１より先にさらに断面Ｌ形に延ばされており、接触部１１よ
り先に、接触部１１より左右いずれにも位置ずれすることなく、通常コンタクト収容溝７
ａの中でコンタクト先端部収容溝１２ａの後側まで下方向に延びる連設部１３ａを設ける
とともに、連設部１３ａを経て、接触部１１より左右いずれにも位置ずれすることなく、
コンタクト先端部収容溝１２ａの中でコンタクト先端部収容溝１２ａの天面に沿って前方
向に延び、その天面によって絶縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部１４ａに下側か
ら対向する先端部１５ａを設けている。
【００３１】
　通常可動コンタクト８ａの先端部１５ａは、中心線ＣＬ１と略同軸上で、いずれの固定
コンタクト５とも干渉することなく、コネクタプラグ１未挿入時、バネ部１０の弾性によ
って通常可動コンタクト８ａが自由位置に復帰する前に、絶縁体３に設けられコンタクト
引っ掛け部１４ａに下側から引っ掛けられ、通常可動コンタクト８ａにプリロードをかけ
る。
【００３２】
　図５（ａ）に示すように、コネクタプラグ１挿入時、通常可動コンタクト８ａの接触部
１１が通常コンタクト収容溝７ａに押し込まれたとき、通常可動コンタクト８ａの先端部
１５ａが絶縁体３に干渉しないよう、通常コンタクト収容溝７ａおよびそのコンタクト先
端部収容溝１２ａは、通常可動コンタクト８ａの先端部１５ａの下側で絶縁体３の下表面
に貫通している。
【００３３】
　通常固定コンタクト５ａは、通常コンタクト収容溝７ａおよび通常可動コンタクト８ａ
の相互間の前側に配置されており、通常固定コンタクト５ａの後端部が、通常コンタクト
収容溝７ａのコンタクト先端部収容溝１２ａと、そのコンタクト先端部収容溝１２ａの天
面によって絶縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部１４ａと、通常可動コンタクト８
ａの先端部１５ａで構成される、絶縁体３への通常可動コンタクト８ａの引っ掛け部の相
互間に配置されており、通常固定コンタクト５ａは、通常固定コンタクト５ａより左右い
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ずれにも位置ずれさせることなく、後端部から絶縁体３の中で下方向に延ばしても、いず
れの、絶縁体３への通常可動コンタクト８ａの引っ掛け部とも干渉しないため、図４（ａ
），図６（ａ）および図８（ａ）に示すように、通常固定コンタクト５ａには、通常固定
コンタクト５ａより左右いずれにも位置ずれすることなく、つまり通常固定コンタクト５
ａの中心線ＣＬ２を中心として、後端部から絶縁体３の中で下方向に延びる屈曲部１６ａ
を設けている。
【００３４】
　つづいて、特定可動コンタクト８ａの引っ掛け構造を図４（ｂ），図５（ｂ），図６（
ｂ），図７（ｃ）（ｄ）および図８（ｂ）を参照して説明する。
【００３５】
　特定コンタクト収容溝７ｂおよび特定可動コンタクト８ｂは、上記のとおり、特定固定
コンタクト５ｂの後側に配置されており、具体的には、特定コンタクト収容溝７ｂおよび
特定可動コンタクト８ｂの左右位置に関し、特定可動コンタクト８ｂの接触部１１におけ
る中心線ＣＬ３より外側半部は特定固定コンタクト５ｂより外側に外れているものの、内
側半部が特定固定コンタクト５ｂと重なっており、接触部１１より外側に位置ずれさせる
ことなく、つまり中心線ＣＬ３と略同軸線上で前方向に延ばすと、中心線ＣＬ３より内側
半部が特定固定コンタクト５ｂと干渉するため、図５（ｂ）および図８（ｂ）に示すよう
に、特定コンタクト収容溝７ｂについては、その前端にある溝壁面下部を、中心線ＣＬ３
より外側半部（左端の特定コンタクト収容溝７ｂは左側半部、右端の特定コンタクト収容
溝７ｂは右側半部）、つまり中心線ＣＬ３より外側に偏心した位置で、さらに前方向に堀
り進めて、特定固定コンタクト５ｂの後端部外側で、特定固定コンタクト５ｂより下側に
配置する天付きのコンタクト先端部収容溝１２ｂを設けている。
【００３６】
　図５（ｂ），図７（ｃ）（ｄ）および図８（ｂ）に示すように、特定可動コンタクト８
ｂについては、その接触部１１より先にさらに断面Ｌ形に延ばされており、接触部１１よ
り先に、特定コンタクト収容溝７ｂの中でコンタクト先端部収容溝１２ｂの後側まで斜め
下方向（左端の特定可動コンタクト８ｂでは左斜め下方、右端の特定可動コンタクト８ｂ
では右斜め下方）に延びる連設部１３ｂを設けるとともに、連設部１３ｂを経て、コンタ
クト先端部収容溝１２ｂの中でコンタクト先端部収容溝１２ｂの天面に沿って前方向に延
び、その天面によって絶縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部１４ｂに下側から対向
する先端部１５ｂを設けている。
【００３７】
　特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂは、接触部１１より外側に位置ずれしており、
中心線ＣＬ３より外側に偏心した位置で、特定固定コンタクト５ｂと干渉することなく、
コネクタプラグ１未挿入時、バネ部１０の弾性によって特定可動コンタクト８ｂが自由位
置に復帰する前に、絶縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部１４ｂに下側から引っ掛
けられ、特定可動コンタクト８ｂにプリロードをかける。
【００３８】
　図５（ｂ）に示すように、コネクタプラグ１挿入時、特定可動コンタクト８ｂの接触部
１１が特定コンタクト収容溝７ｂに押し込まれたとき、特定可動コンタクト８ｂの先端部
１５ｂが絶縁体３に干渉しないよう、特定コンタクト収容溝７ｂおよびそのコンタクト先
端部収容溝１２ｂは、特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂの下側で絶縁体３の下表面
に貫通している。
【００３９】
　特定固定コンタクト５ｂは、特定コンタクト収容溝７ｂおよび特定可動コンタクト８ｂ
の前側に配置されており、具体的には、特定固定コンタクト５ｂの左右位置に関し、特定
固定コンタクト５ｂの中心線ＣＬ４より略内側半部は特定コンタクト収容溝７ｂおよび特
定可動コンタクト８ｂより内側に外れているものの、略外側半部が特定コンタクト収容溝
７ｂおよび特定可動コンタクト８ｂと重なっており、しかも、特定固定コンタクト５ｂの
後端部外側には、特定コンタクト収容溝７ｂのコンタクト先端部収容溝１２ｂと、そのコ
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ンタクト先端部収容溝１２ｂの天面によって絶縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部
１４ｂと、特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂで構成される、絶縁体３への特定可動
コンタクト８ｂの引っ掛け部が接近して設けられており、特定固定コンタクト５ｂは、特
定コンタクト５ｂより内側に位置ずれさせることなく、つまり中心線ＣＬ４を中心として
、後端部から絶縁体３の中で下方向に延ばすと、絶縁体３への特定可動コンタクト８ｂの
引っ掛け部と干渉するため、図４（ｂ），図６（ｂ）および図８（ｂ）に示すように、特
定固定コンタクト５ｂには、下側に行くに連れて絶縁体３への特定可動コンタクト８ｂの
引っ掛け部から遠ざかるよう、後端部から絶縁体３の中で斜め下方（左端の特定固定コン
タクト５ｂでは右斜め下方、右端の特定可動コンタクト５ｂでは左斜め下方）に延びる屈
曲部１６ｂを設けている。つまり特定可動コンタクト８ｂの連設部１３ｂと特定固定コン
タクト５ｂの屈曲部１６ｂは、内外（左右）逆に斜め下方向に延ばされている。
【００４０】
　特定固定コンタクト５ｂの後端部には、特定可動コンタクト８ｂの接触部１１の前側に
ある角部を斜めに落として角落とし部１７を設け、角落とし部１７の角落とし領域に絶縁
体３への特定可動コンタクト８ｂの引っ掛け部の一部を食い込ませて位置させている。
【００４１】
　以上の構成において、通常可動コンタクト８ａの先端部１５ａおよび特定可動コンタク
ト８ｂの先端部１５ｂ、つまり全ての可動コンタクト８ｂの接触部１１より先の先端部は
、いずれの固定コンタクト５とも干渉することなく、コネクタプラグ１未挿入時、バネ部
１０の弾性によって可動コンタクト８が自由位置に復帰する前に、絶縁体３に設けられた
コンタクト引っ掛け部１４ａ，１４ｂに下側から引っ掛けられ、可動コンタクト８にプリ
ロードをかける。
【００４２】
　以上から明らかなように、コネクタプラグ１は、絶縁体３に固定コンタクト５が複数並
設されるとともに、該固定コンタクト５より後側に片持ち梁状の可動コンタクト８が先端
側を前側に配置して複数並設され、前記固定コンタクト５のうち少なくとも一つの特定固
定コンタクト５ｂと前記可動コンタクト８のうち少なくとも一つの特定可動コンタクト８
ｂが前後に接近した状態で略一列に並んでおり、該特定可動コンタクト８ｂが接触部１１
より先に該接触部１１より左右いずれかに位置ずれした先端部１５ｂを設けているから、
特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂが特定固定コンタクト５ｂの間で干渉を生じるこ
となく絶縁体３に引っ掛けることができ、全ての可動コンタクト５の先端部を絶縁体３に
引っ掛けることができる。このため、可動コンタクト５の初期状態の接触部１１の高さが
安定するから、安定した接触圧を得るとことができる。また、可動コンタクト５にプリロ
ードを掛けることができるから、先端部を絶縁体に引っ掛けない可動コンタクトに比べ初
期状態の接触部１１の高さを低く抑え、可動コンタクト８に座屈を生じにくくすることが
できる。
【００４３】
　前記特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂは、該特定可動コンタクト８ｂの接触部１
１より左右いずれか斜め下方向に延びる連設部１３ｂを経て、前記特定固定コンタクト５
ｂより下側で、該特定固定コンタクト５ｂより左右いずれかにずれた位置にあり、前記絶
縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部１４ｂに該特定可動コンタクト８ｂが自由位置
に復帰する前に引っ掛けられるから、特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂが特定固定
コンタクト５ｂの間での干渉を適正に避けて絶縁体３に安定した状態で引っ掛けることが
できる。
【００４４】
　前記特定固定コンタクト５ｂの後端部は、前記特定可動コンタクト８ｂの連設部１３ｂ
とは左右逆に斜め下方向に延びるから、特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂへの干渉
を適正に避けることができ、絶縁体３への特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂの引っ
掛けを妨げない。
【００４５】
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　前記特定固定コンタクト５ｂには少なくとも一つの角落とし部１７が設けられ、該角落
とし部１７の角落とし領域が前記特定可動コンタクト８ｂの接触部１１の前側にあるから
、該特定可動コンタクト８ｂの接触部１１に対する特定可動コンタクト８ｂの先端部１５
ｂの位置ずれ量を抑えながら、絶縁体３への特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂの引
っ掛け面積を増やすことができる。
【００４６】
　そして、前記固定コンタクト５を４本と前記可動コネクタ８を５本設け、ＵＳＢコネク
タ、つまりコンタクト数を増やしたＵＳＢコネクタにおけるコネクタプラグ１を構成する
から、ＵＳＢコネクタの接点位置の安定化を図りながら、ＵＳＢ接続での伝送速度の高速
化を実現することができる。
【００４７】
　図９ないし図１２に特定可動コンタクト８ｂの先端部形状の変形例を示す。図９（ａ）
，（ｂ）に示す第１の変形例は、特定可動コンタクト８ｂの接触部１１より先に下方向、
横方向の順で正面視Ｌ形に延びる連設部１３ｃを設け、この連設部１３ａの下方向に延び
る部分を経て横方向に延びる部分（先端部）によって、接触部１１より外側に位置ずれし
ており、中心線ＣＬ３より外側に偏心した位置で、絶縁体３に設けられたコンタクト引っ
掛け部に下側から引っ掛かかる特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｃを形成している。
【００４８】
　図１０（ａ），（ｂ）に示す第２の変形例は、特定可動コンタクト８ｂの接触部１１よ
り先に下方向、横方向の順で正面視Ｌ形に延びる連設部１３ｄを設けるとともに、連設部
１３ｂの下方向に延びる部分を途中から円弧状に曲げて接触部１１の下側で後方向に延ば
し、この連設部１３ｄの後方向に延びる部分を経て横方向に延びる部分（先端部）によっ
て、接触部１１より外側に位置ずれしており、中心線ＣＬ３より外側に偏心した位置で、
絶縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部に下側から引っ掛かかる特定可動コンタクト
８ｂの先端部１５ｄを形成している。
【００４９】
　図１１（ａ），（ｂ）に示す第３の変形例は、特定可動コンタクト８ｂの接触部１１よ
り先に下方向，横方向の順で正面視Ｌ形の延びる連設部１３ｅを設けるとともに、連設部
１３ｂの横方向に延びる部分を直角に曲げて前方向に延ばし、この連設部１３ｅの下方向
に延びる部分を経て前方向に延びる部分（先端部）によって、接触部１１より外側に位置
ずれしており、中心線ＣＬ３より外側に偏心した位置で、絶縁体３に設けられたコンタク
ト引っ掛け部に下側から引っ掛かかる特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｅを形成して
いる。
【００５０】
　図１２（ａ），（ｂ）に示す第４の変形例は、特定可動コンタクト８ｂの接触部１１よ
り先に下方向、横方向、下方向の順で正面視クランク形に延びる連設部１３ｆを設けると
ともに、連設部１３ｆの横方向に延びる部分を経て下方向に延びる部分を直角に曲げて前
方向に延ばし、この連設部１３ｆの横方向に延びる部分を経て前方向に延びる部分（先端
部）によって、接触部１１より外側に位置ずれしており、中心線ＣＬ３より外側に偏心し
た位置で、絶縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部に下側から引っ掛かかる特定可動
コンタクト８ｂの先端部１５ｅを形成している。
【００５１】
　特定可動コンタクト８ｂの先端部形状について、図９ないし図１２に示した第１ないし
第４の変形例が、連設部１３ｃ，１３ｄ，１３ｅ，１３ｆを接触部１１より下方向に延ば
すのに対し、図７（ｃ），（ｄ）に示した本例が、連設部１３ｂを接触部１１より左右い
ずれか斜め下方向に延ばすから、特定固定コンタクト５ｂの後端部を連設部１３ｂとは左
右逆に斜め下方向に延ばす屈曲部１６ｂを経て後方向に延ばして外部接続端子６を形成す
る場合、屈曲部１６ｂの斜め角度（絶縁体３への特定可動コンタクト８ｂの引っ掛け部に
対する逃がし角）を、図９ないし図１２に示した第１ないし第４の変形例の連設部１３ｃ
，１３ｄ，１３ｅ，１３ｆに比べ小さくすることができ、特定可動コンタクト８ｂの先端
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部１５ｂとの干渉を回避しやすい。
【００５２】
　図９および図１１に示した第１および第３の変形例が、特定可動コンタクト８ｂの薄い
側端面で絶縁体３に設けられたコンタクト引っ掛け部に引っ掛かるのに対し、図７（ｃ）
，（ｄ）に示した本例が、特定可動コンタクト８ｂの主面で絶縁体３に設けられたコンタ
クト引っ掛け部に引っ掛かるから、合成樹脂などの絶縁材料からなる絶縁体３に設けられ
るコンタクト引っ掛け部に凹みやその凹みによる引っ掛かり（特定可動コンタクト８ｂの
動作不良）を生じることなく、特定可動コンタクト８ｂの先端部１５ｂを安定して絶縁体
３に設けられるコンタクト引っ掛け部に引っ掛かけることができる。
【００５３】
　図１０および図１１に示した第２および第３の変形例が、特定可動コンタクト８ｂの先
端部形状を成形する際に複数回の曲げ工程を必要とするのに対し、図７（ｃ），（ｄ）に
示した本例は、図１０および図１１に示した第２および第３の変形例に比べ少ない工程数
の曲げ工程で済み、可動コンタクト８の生産性に優れている。
【００５４】
　特定可動コンタクト８ｂの打ち抜き形状において、図９ないし図１２に示した第１ない
し第４の変形例が、連設部１３ｃ，１３ｄ，１３ｅ，１３ｆに特定可動コンタクト８ｂの
延伸方向に対して直角に延びる部分を有するのに対し、図７（ｃ），（ｄ）に示した本例
は、連設部１３ｂおよび先端部１５ｂが特定可動コンタクト８ｂの延伸方向に概ね延びて
おり、延伸方向に対して直角に延びる部分を有しておらず、図９ないし図１２に示した第
１ないし第４の変形例に比べ可動コンタクト８の板取り歩留りが高くなる。
【００５５】
　以上、本実施の形態は、本発明のコネクタの好適な一実施の形態をコンタクト数を従来
の４本から５本増やして９本にしたＵＳＢコネクタのコネクタプラグ１で説明したが、本
発明はそれに限定されることなく、その要旨を逸脱しない範囲内で種々変形実施すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】コンタクト数を増やしたＵＳＢコネクタにおけるコネクタプラグのコンタクト配
置を示す図（本発明の課題を示す図）である。
【図２】本発明の一実施の形態にかかるコネクタ（コンタクト数を増やしたＵＳＢコネク
タにおけるコネクタプラグ）の正面図である。
【図３】本発明の一実施の形態にかかるコネクタのコンタクト配置を示す平面図である。
【図４】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常固定コンタクト部の断面
図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定固定コンタクト部の断面図で
ある。
【図５】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常可動コンタクト部の断面
図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタクト部の断面図で
ある。
【図６】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常固定コンタクトの外観を
示す斜視図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定固定コンタクトの外
観を示す斜視図である。
【図７】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常可動コンタクトの先端部
形状を示す斜視図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常可動コンタク
トの先端部形状を示す正面図、（ｃ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可
動コンタクトの先端部形状を示す斜視図、（ｄ）は本発明の一実施の形態にかかるコネク
タの特定可動コンタクトの先端部形状を示す正面図である。
【図８】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの通常可動コンタクトの引っ掛
け構造を示す平面図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタ
クトの引っ掛け構造を示す平面図である。
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【図９】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタクトの先端部
形状の第１の変形例を示す斜視図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特
定可動コンタクトの先端部形状の第１の変形例を示す正面図である。
【図１０】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタクトの先端
部形状の第２の変形例を示す斜視図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの
特定可動コンタクトの先端部形状の第２の変形例を示す正面図である。
【図１１】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタクトの先端
部形状の第３の変形例を示す斜視図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの
特定可動コンタクトの先端部形状の第３の変形例を示す正面図である。
【図１２】（ａ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの特定可動コンタクトの先端
部形状の第４の変形例を示す斜視図、（ｂ）は本発明の一実施の形態にかかるコネクタの
特定可動コンタクトの先端部形状の第４の変形例を示す正面図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１　コネクタプラグ（ＵＳＢコネクタ）
　３　絶縁体
　５　固定コンタクト
　５ｂ　特定固定コンタクト
　８　可動コンタクト
　８ｂ　特定可動コンタクト
　１１　接触部
　１３ｂ　連設部
　１４ｂ　コンタクト引っ掛け部
　１５ｂ　先端部
　１６ｂ　屈曲部
　１７　角落とし部
　ＣＬ１～ＣＬ４　中心線
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